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~先達・古田誠一郎氏と赤十字社~	
 

	
 

	
 古田誠一郎氏（以下略歴参照）は、兵庫に非常に所縁のある日本連盟先達であります。

日本で始めてウルフカブ隊を神戸で組織され、それを記念して兵庫連盟３０周年記念事業

として、ウルフカブ像をその発祥の地である須磨公園に建立しました。また、古田先達は

数多くのスカウトソングを作られた方でも有名です。	
 

	
 

古田誠一郎作	
 ♪ぼくらのはた	
 ♪旗揚げの歌	
 ♪われらの旗	
 どれが本当？	
 

	
 

	
 ビーバー、カブ、ボーイそれぞれの歌集に少しずつ歌詞が変更されて載っているのでど

れも正解ですが、一番最初に作られたのはどの歌？古田誠一郎先達の作られた歌だから、

カブ歌集にある「旗揚げの歌」が最初でしょうね。次に、ボーイで最後にビーバーの順で

しょうか。	
 

	
 しかし、この歌は、それより前に作られていました。その曲名は、「赤十字の旗」。古

田誠一郎先達の略歴にもあるように、日本赤十字社にも関係されています。元々、「この

旗は」とは、赤十字の旗であり、その後ボーイスカウト用に書き換えられ、「この旗は」

日の丸国旗となったわけです。	
 

	
 

♪赤十字の旗	
 この旗は、この旗は 

 世界を結ぶ心のしるし 

 ひとりひとりの正義のしるし 

 

♪旗揚げの歌 この旗は、この旗は 

 ぼくらの国の名誉のしるし 

 カブスカウトの心のしるし 

 この旗は、この旗は、 

 ぼくらの国の正義のしるし 

 カブスカウトの力のしるし 

 

 歌詞が良く似ていることが解ると思います。これは、古田先達が西宮に来られた時、現在の甲山

自然の家（当時、甲山青年の家）で西宮のスカウト仲間にお話しされたことを直接聞いたという方

から教えていただきましたので間違いありません。 

 赤十字は、普段より救急法の訓練を行っているボーイスカウトにとっては身近な存在であります。

また、ボーイスカウトと同じように青少年の教育活動として、「青少年赤十字」を組織し、世界の平

和と人類の福祉に貢献できるよう、日常生活の中での実践活動を通じて、いのちと健康を

大切に、地域社会や世界のために奉仕し、世界の人々との友好親善の精神を育成すること

を目的として、「健康・安全」「奉仕」「国際理解・親善」の３つの柱を目標に持って活

動しています。ボーイスカウトと良く似たところがありますね。	
 

	
 このように、古田先達は、ボーイスカウト、日赤、教会等を通じて青少年教育のために多くの

功績を残された方であり、神戸の地で日本のカビングの基礎を作られた方とし日本連盟先達、古

田誠一郎氏を覚えておきたいものです。カブ隊指導者は、是非スカウトを須磨浦公園のウルフカ

ブ像へ連れて行ってあげてください。「日本のカブスカウトは、ここから始まったんだよ！」 

 	
 



【古田誠一郎】	
 明治30年6月27日、和歌山市に生まれる。若い頃、キリスト教徒となり洗礼を受けたが、父親から勘当され神戸

市に移住し焼芋屋を始めた。近所の子供達を教会の日曜学校に連れて行き、そこで宣教師のウォーカー氏と知り合い、イギリス

のボーイスカウトのことを知った。大正8年、ウォーカー氏らと共に神戸ボーイスカウトを始める。大正12年9月1日11時57分に発生

した関東大震災では、焼け野原をさまよう子供達のことを思い、矢もたてもたまらず、直ちに3,000人分のお菓子を用意すると、ス

カウトの制服を着用して船に乗り込んだ。東京で三島通陽を訪ね、指示を受けたのち上野公園などで子供達に配ることができた。

大正12年、ボーイスカウト年齢以下の少年達のために、ウルフ・カブの組織を作った。「須磨向上会ウルフ・カブ」と名付け、これ

が日本で始めてのウルフ・カブ（カブスカウト）であった。 

昭和４年、第３回世界ジャンボリーに参加し、ベーデンパウエルと会見する。 

昭和６年、聖ヨハネ学園園長に就任する。 

昭和13年、イギリスのギルウェル実修所、少年部および幼年部課程を修了する。 

昭和14年、アイスランドのレイキャビックにてベーデンパウエルと再び会見する。 

昭和22年、大阪府高槻市市長に就任する。 

昭和25年、ボーイスカウト日本連盟の総局長に就任する。 

昭和29年、日本赤十字社参与に就任する。 

昭和55年、ボーイスカウト「きじ章」、日本赤十字「銀色有功章」受章 。 
その後、ギルウェル実修所よりＤＣＣおよびＡＫＬに任命され、中央実修所所長に就任する。昭和55年、ボーイスカウト日本連盟功

労章「さじ章」を受賞。古田誠一郎氏の愛称は「パーやん」。第３回世界ジャンボリーに参加したとき、佐野常羽団長より派遣団の

会計係を命じられた。会計係の故をもって、船の事務長の英語名パーサーに因んで「パーやん」と言うニックネームで呼ばれるよ

うになった。多くのスカウトソングを作る。主なスカウトソングを列挙すると・・・・ 

「旗あげの歌」、「いつも元気」、「ぼくの名は金太郎」、「ジャングルブックの歌」、「世界の総長」、「森の野営」、「われらの旗」、「め

ざめよ」、「リュックサックの歌」などがある。 

◆連絡事項	
 ◇地区キャンポリー	
 ７月９－１０日	
 	
 １２時開会式	
 	
 	
 船坂谷	
 

◇ 海外派遣阪神さくら地区地区壮行会	
 
７月１６日（土）	
 18:00~19:30	
 西宮市役所東館８階	
 

第 22 回世界ジャンボリー、第 1回北米ワシントン州派遣、平成 23 年度韓日フォーラム	
 

◇ 第 22 回世界ジャンボリー県連壮行会・出発式	
 
７月２４日（日）	
 11:30~12:30	
 神戸クリスタルタワー	
 

【海外派遣】○第 22 回世界ジャンボリー	
 スウェーデン	
 

	
 	
 平成 23 年 7 月 26 日出発	
 8 月 10 日帰国	
 

○ 第 1回阪神さくら地区北米ワシントン州派遣	
 米国ワシントン州	
 
平成 23 年 7 月 27 日出発	
 8 月 7 日帰国	
 

派遣隊ブログ	
 	
 http://hanshinsakurausa.blog81.fc2.com/	
 

	
 ○平成 23 年度韓日フォーラム	
 大韓民国	
 ソウル市	
 

	
 	
 平成 23 年 8 月 12 日出発	
 8 月 16 日帰国	
 

◆ 各種研修等	
 
◇ 県連パワーアップ研修・安全セミナー	
 
７月１７日（日）	
 	
 9:45~16:30	
 	
 神戸青少年会館 5階研修室。	
 

◇ 団運営研修所兵庫第 19 期	
 
平成 23 年 9 月 17 日(土)~19 日(祝)	
 野外活動センターあさぎり寮	
 

参加申込締切	
 8 月 10 日	
 	
 	
 

● 次回ラウンドテーブル	
 
	
 平成 23 年８月２７日（金）	
 16:00~19:00	
 芦屋スカウト会館	
 

	
 16:00~17:00	
 VS 進歩改定説明会	
 

	
 17:00~18:00	
 部門会	
 テーマ：「年間プログラム評価」	
 

	
 18:00~19:30	
 全体会	
 指導者の集い（会費 1,500 円）	
 

	
 19:30~	
 飲み足りない人のために 2次会（阪神芦屋駅付近）	
 


